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リポジトリ登録の基本的な流れ

１．二次文献DBを検索する

２．岡山大学の研究者を絞り込む

３．登録依頼（本文ファイルください）メールを送る

４．本文ファイルを取得したらメタデータ入力・公開
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質 問

1. 論文情報と本文ファイルの収集が大変ではないですか？

2. メタデータの登録が大変ではないですか？

3. リポジトリの担当者は足りていますか？

4. 継続的に収集できていますか？
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本日の内容

1. 学術雑誌論文登録業務の省力化 ： APIの活用（総合展）

2. 学術雑誌論文収集の省力化 ： エクセルマクロの活用

3. おまけ：研究データ登録の話
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コンテンツ入力はつらい

• 入力する項目は約30項目/件

• 登録時間：10～30分/件

• 共著者の入力

• 著作権、公開時期の調査

• リポジトリ担当：兼任1名

（システム、目録、資産管理・・・）

負荷大

１．登録省力化
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Science Direct API でできること

Article Metadata API : 機関のコンテンツの自動取得

Article Entitlement API ： 機関契約の有無の判断

Article Hosting Permission API： エンバーゴ期間の取得

Article Retrieval API ： 本文ファイルの取得（埋め込み）

https://dev.elsevier.com/tecdoc_sd_ir_integration.html
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１．登録省力化

https://dev.elsevier.com/tecdoc_sd_ir_integration.html


2019年 API経由の登録件数

• API経由の登録件数：約500件

• 本文ファイルが取得できたものを

順次公開

• 登録時間：2～3分程度/件
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１．登録省力化



本文ファイル収集もつらい

•基本的には

１．二次文献DBを検索する

２．岡山大学の研究者を絞り込む

（著者ごとに論文をまとめる）

３．登録依頼メールを送る

負荷が大きい！！

なんとかしたい
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２．収集省力化



エクセル（マクロ）を活用した省力化

•自動化できた部分

①岡山大学の研究成果のみに絞り込み（第一著者のみ）

②登録条件の自動チェック（Sherpa/Romeo、SCPJ参照）

③必要な本文ファイル（AM/VoR）に応じて依頼分作成

ヘルプを頼んだ担当者が改善！！
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２．収集省力化



論文リスト作成の省力化①

負荷が大きい！！

省力化したい

①WoSデータの保存場所を指定

②「データ取り込み」→

「追加確認」をクリック

でOK
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２．収集省力化

①

②



論文リスト作成の省力化②

ピンク：登録済 イエロー：依頼済 グレー：未依頼
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２．収集省力化



依頼業務の省力化①

論文リストの通番を入力すると、論文情報と依頼種別等

依頼の際に必要な情報を取得
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２．収集省力化

結果一覧



依頼業務の省力化②

依頼種別に応じて、論文情報を依頼文

の雛形に埋め込む

↓

メール本文に張り付けて送信するのみ
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２．収集省力化



補 足

• WoSの拡張所属で検索しても、岡山大学以外のデータが混入

→ プログラムで該当しないデータは削除

• 元データの不備で岡山大学の論文が自動処理に含まれないケース

→ あやしいデータのみ自動抽出してチェック（数件）

• 週1回すべてのWoSデータをチェックし、差分を登録

→ タイトルで重複チェック（DOIを持たない論文がある）
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２．収集省力化



依頼状況

ピンク：登録済 イエロー：依頼済 グレー：未依頼
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２．収集省力化



本文ファイル収集：補足

•依頼は週1回。30～60分程度ですべての依頼を完了。

以前は論文チェックだけで数時間。劇的に省力化！！

2019年論文の処理件数（11～１月）

依頼対象の論文* ９９７件

依頼済の論文 ４５４件

登録済の論文 ２４９件

未処理** ２５４件

＊岡山大学の研究者が責任著者の論文

＊＊出版社のポリシー等により依頼
しないもの
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２．収集省力化



今後の改善点

• SD APIから取得したデータでWoSに収録されていないデータ

→ エクセル・マクロ処理の流れに組み込む。

• Elsevier以外のデータも自動取得したい

→ Web of ScienceのAPIの利用を検討中
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まとめ



おまけ：研究データの試行登録

• 科研費で作成されたデータベースをリ

ポジトリに登録

• JPCOARデータベースレスキュー

• どのように登録するか

入力項目の不一致をどう吸収するか

公開方法の柔軟性をどこまで持つか

等をデータベースの管理者と相談
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３．研究データ試行登録



おまけ：研究データの試行登録
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３．研究データ試行登録

http://ousar.lib.okayama-u.ac.jp/ja/list/database_seed

http://ousar.lib.okayama-u.ac.jp/ja/list/database_seed

